
1 © NEC Corporation 2019 

2019年9月12日 

日本電気株式会社 

システムプラットフォームビジネスユニット 

生産技術・品質推進本部 

 

○下村哲司 t-shimomura@bq.jp.nec.com 

 長谷川賢 t-hasegawa@ky.jp.nec.com 

 佐藤孝司 t-sato@ap.jp.nec.com 



2 © NEC Corporation 2019 

 

 

 



3 © NEC Corporation 2019 



4 © NEC Corporation 2019 

 



5 © NEC Corporation 2019 

開発チームと協力 

       開発チームと協力 

「完成の定義（Definition of Done）」の合意 

プロジェクト計画書作成 

ﾌﾟﾛﾀﾞｸﾄﾊﾞｯｸﾛｸﾞ/ﾘﾘｰｽﾊﾞｰﾝ
ﾀﾞｳﾝﾁｬｰﾄ作成 

 

品質レベルを合意 

スプリント計画 
デイリースクラム        品質推進部門の参加は任意
ﾌﾟﾛﾀﾞｸﾄﾊﾞｯｸﾛｸﾞﾘﾌｧｲﾝﾒﾝﾄ    

ﾀｽｸﾎﾞｰﾄﾞ・ｽﾌﾟﾘﾝﾄﾊﾞｰﾝﾀﾞｳﾝ
ﾁｬｰﾄ作成・更新 

 

スプリントレトロスペクティブ 

プロジェクトレトロスペクティブ 

繰り返し 
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残SP(*4) ≦ ベロシティ×スプリント回数 

追加SP ≦ 全SP×10％ 

完了SP ≧ 予定SP×90％ 

スプリントの作り込みバグ数 ＜ X件 

プロジェクトのバグ密度 ≦ Y件/KL 
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「プロジェクトの見積もり」については触れられていない 
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プロジェクトの見積もりに近いことが 
記載されている(*8) 

•「ゴールに対する残作業の合計を追跡する」  

 

 

3つの見積もりについて記載されている(*10) 

•「プロジェクト」 

•「スプリント」 

•「今日」 
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「今日」及び「スプリント」の見積もりに精一杯 

「プロジェクト」の見積もりは疎かになりがち 
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リリースバーンダウンチャート 
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リリースバーンダウンチャート 
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リリースバーンダウンチャート 
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リリースバーンダウンチャート 
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リリースバーンダウンチャート 
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完成の定義（Definition of Done）を決めて守ること 

アジャイル開発に対するベースラインを揃えるための教育 

 

ウォーターフォール開発において定量的マネジメントの 
経験がある組織に対して適用したこと 

 

スプリント毎のレトロスペクティブでPJの途中でプロセス
改善を実施できたこと 
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アジャイル開発にシフトしたてのチームは特に注意 

全体のSPを見積もった効果を発揮するにはリリースバーン
ダウンチャートの描画の工夫が必要 

 

陥りやすいポイントを第三者の立場からフォロー 

プロセスやルールを決め工夫し運用することが重要 

最終的にチームの自律を促すために必要なこと 

 




